
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

い
よ
い
よ
東
京
都
で
も
水
道
料
金
の
支
払
い
が

カ
ー
ド
で
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

平
成
１
９
年
１
０
月
検
針
分 

か
ら
、
東
京
２
３
区
内
で
実
施 

さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
事
前
の 

届
出
が
必
要
で
す
。 

【
お
申
込
み
受
付
は 

平
成
１
９
年
８
月
１
日
か
ら 

水
道
局
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
で 

（
☎
０
３
-
５
３
２
６
-
１
１
０
１ 

 

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
３
０
分 

か
ら
２
０
時
０
０
分
）
で
す
。
】 

 

こ
れ
は
平
成
１
８
年
５
月
に 

成
立
し
た
改
正
地
方
自
治
法
で
、 

地
方
税
や
公
共
料
金
が
カ
ー
ド 

で
も
支
払
え
る
こ
と
に
な
っ
た 

か
ら
で
す
。 

 

ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
（
Ｊ
Ｃ
Ｂ
）
や
三
井
住
友
カ

ー
ド
、
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
な
ど
カ
ー
ド
大
手
１
２

社
が
昨
年
か
ら
協
議
会
を
設
立
し
て
決
済
の
ル
ー

ル
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

   

日
本
で
一
番
早
く
水
道
料
金
に
カ
ー
ド
決
済
を

導
入
し
た
の
は
香
川
県
丸
亀
市
（
２
０
０
７
年
３

月
）
で
す
。
現
在
は
他
に
、
三
重
県
玉
城
町
（
２

０
０
７
年
４
月
）・
兵
庫
県
猪
名
川
町
（
２
０
０
７

年
５
月
）
・
横
浜
市
（
今
年
度
中
）
だ
け
で
す
が
、

  

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。 

 

他
の
公
共
料
金
も
合
わ
せ
る
と
、
毎
月
数
万
円

分
の
決
済
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
が
、
新
た
に
加
算

さ
れ
る
の
は
魅
力
で
す
。 

 

自
分
が
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
決
済
方
法
は
ど

う
で
す
か
？ 

調
べ
て
み
る
価
値
は
充
分
に
あ
り

そ
う
で
す
。 

こ
れ
か
ら
徐
々
に
各
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
カ
ー
ド
決
済
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
り
ま
す
が
、
水
道
料

金
も
よ
う
や
く
追
随
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。 

 

他
に
も
、
国
公
立
病
院
の
診
察
料
や
地
方
税
も

カ
ー
ド
決
済
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
社
会
保
険
庁
は
国
民
年
金
保
険
料
の
カ

ー
ド
決
済
を
認
め
る
方
針
と
い
い
ま
す
が
、
国
税

な
ど
は
ま
だ
メ
ド
が
立
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

 

主
要
カ
ー
ド
１
２
社
が
こ
れ
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ

ト
で
決
済
を
検
討
す
る
金
額
は
、
年
間
３
０
兆
円

に
迫
る
と
い
う
計
算
も
あ
り
ま
す
。  

 

             

他
に
も
自
動
車
税
な
ど
銀
行
の
口
座
振
替
が
で

き
な
い
税
金
を
自
宅
に
い
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
支
払
う
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 

何
よ
り
も
今
ま
で
支
払
う
だ
け
だ
っ
た
金
額
に
、

さわやかさわやかシミ・ジャー通信 
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水水
道道
料料
金金
のの
カカ
ーー
ドド
決決
済済
始始
まま
るる 

日日
本本
初初
はは
丸丸
亀亀
市市
でで
導導
入入 

大手カード会社の決済予想金額 

 年間支払額 

自動車税 １兆８,０００億円

軽自動車税 １,５００億円

固定資産税 ９兆     円

住民税 ８兆     円

水道料金 ４兆３,０００億円

自治体病院の診察料 ３兆５,０００億円

国民年金保険料 １兆９,０００億円

※金額は概数 

■数字は２００５年資料。 

■国民年金保険料は２００４年。 

■住民税は２００７年から課税方式が変更に 

なっています。 

問）クレジットカードやデビットカード 

で、水道料金等の支払いが可能になった 

場合、あなたは利用したいと思いますか。 

答） 

クレジットカードを利用したい 40.０％

デビッドカードを利用したい  1.1％

両方とも利用したい  4.1％

利用しない 44.3％

どちらともいえない 10.4％

 

※性別で見ると、「女性」のほうが、男女合わ

せた年代別では30代・40代が、カード決済を

利用したいと答えた割合が高く、それぞれ約半

数を占めています。 

 

東京都水道局によるアンケート／平成16年 

東京都で水道料金の決済ができるカード 

海塩   800ｇ   海塩ミニ 250ｇ 

１,６８０円       ６３０円  

海の恵みを凝縮した贅沢な 

高級天然天日塩 「海塩」 

オーストラリア近海のいまだ汚染されていない青

く澄んだ海水と、沖縄県南西諸島の風化造礁サン

ゴが結合した純天然天日塩。 

 

海のミネラル・カニ殻から抽出した食物繊維キト

サン・天然海草エキスを

加えることにより、天日 

塩本来の甘味を引き出し

ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道使用「３割が不自然」 伊仙の 990世帯 

     

京
都
市
は
１
０
日
、
人
体
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
一
種
「
※
パ
ー
フ
ル
オ
ロ

オ
ク
タ
ン
酸
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
」
の
水
道
水
に
お
け
る
濃

度
測
定
結
果
を
発
表
し
た
。 

 

１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
最
大
値
は
１
３
ナ
ノ
グ
ラ
ム

と
大
阪
府
（
最
大
１
０
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
や
神
戸
市
（
同

３
８
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
の
調
査
結
果
を
下
回
っ
た
が
、
市

上
下
水
道
局
は
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
つ
い
て
十
分
な
知
見
が

な
い
の
で
安
全
と
は
言
い
切
れ
ず
、
今
後
も
調
査
を
続

け
る
」
と
し
て
い
る
。 

 
 

５
月
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
よ
る
水
質
汚
染
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
る
と
の
調
査
結
果
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
市
は
７
月
か
ら
調
査
を
開
始
。 

 

市
内
４
浄
水
場
の
給
水
栓
８
カ
所
か
ら
採
取
し
た
水

道
水
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
最
大
値
１
３
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、

最
小
値
３
・
７
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
平
均
値
８
・
６
ナ
ノ
グ

ラ
ム
だ
っ
た
。 

 
 

同
局
に
よ
る
と
、
発
が
ん
性
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ

る
が
、
人
体
へ
の
影
響
は
詳
し
く
分
か
っ
て
い
な
い
。 

平
成
１
９
年
８
月
１
１
日 

毎
日
新
聞 

メ
ー
タ
ー
を
通
さ
ず
不
正
改
造
と
み
ら
れ
る
パ
イ
プ
。 

（
伊
仙
町
役
場
提
供
） 

 

鹿
児
島
県
・
伊
仙
町
は
９
日
、
家
族
数
に
対
し
水
道

使
用
量
が
不
自
然
に
少
な
い
例
が
全
世
帯
の
３
割
近
く

に
達
し
て
い
る
と
し
て
、
対
象
世
帯
に
対
し
水
道
管
な

ど
に
異
常
が
な
い
か
照
会
す
る
文
書
を
送
る
こ
と
を
決

め
た
。 

 

使
用
量
メ
ー
タ
ー
を
通
さ
ず
に
水
道
を
使
っ
て
い
る

例
も
あ
っ
た
た
め
、
改
善
指
導
や
刑
事
告
訴
も
視
野
に

入
れ
調
査
を
進
め
る
。 

 
 

町
水
道
課
に
よ
る
と
、
町
の
上
水
道
、
簡
易
水
道
を

使
っ
て
い
る
の
は
約
３
５
０
０
世
帯
。
町
は
住
民
基
本

台
帳
か
ら
各
世
帯
の
構
成
人
数
を
調
べ
、
人
数
当
た
り

の
平
均
使
用
量
を
計
算
。 

 

実
際
の
使
用
量
が
平
均
値
よ
り
明
ら
か
に
少
な
い
世

帯
を
９
９
０
と
算
出
し
た
。
地
域
に
偏
り
は
な
く
、
全

域
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 
 

３
人
世
帯
の
平
均
使
用
量
１
カ
月
１
８
．
４
ト
ン
に

対
し
、
２
ト
ン
し
か
な
い
世
帯
も
あ
っ
た 

 

実
際
に
不
正
な
改
造
を
２
例
確
認
。
メ
ー
タ
ー
手
前

か
ら
配
管
し
、
メ
ー
タ
ー
先
に
つ
な
げ
た
り
し
て
い
た

と
い
う
。 

 
 

同
課
は
「
メ
ー
タ
ー
が
壊
れ
て
い
た
り
、
台
帳
と
実

際
の
世
帯
人
数
が
異
な
っ
た
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
想

定
さ
れ
る
。 

 

一
方
で
、
昭
和
５
０
年
代
に
メ
ー
タ
ー
を
付
け
始
め

た
こ
ろ
か
ら
不
正
の
う
わ
さ
も
あ
っ
た
。
調
査
を
し
た

が
立
証
は
難
し
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。 

 

 

検
針
機
器
を
昨
春
更
新
し
デ
ー
タ
集
積
が
容
易
に

な
っ
た
こ
と
や
、
水
道
料
金
滞
納
対
策
に
取
り
組
む
過

程
で
新
た
な
不
正
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

格
的
な
調
査
を
始
め
た
と
い
う
。 

 
 

町
は
近
く
９
９
０
世
帯
に
対
し
文
書
で
照
会
。
改
善

が
見
ら
れ
な
い
世
帯
へ
は
担
当
者
の
訪
問
指
導
、
警
察

官
立
ち
会
い
の
警
告
、
刑
事
告
訴
な
ど
も
検
討
し
て
い

る
。 

 

水
道
課
の
幸
孝
一
課
長
は
「
水
道
料
金
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
も
、
自
ら
の
意
思
で
改
善
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。  

平
成
１
９
年
８
月
１
０
日 

南
日
本
新
聞 

※
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
） 

 

 

フ
ッ
素
を
含
む
有
機
化
合
物
の
一
種
。
動
物
実
験
で
肝
臓
毒
性

や
発
達
へ
の
影
響
、
発
が
ん
、
肥
満
と
の
関
連
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
環
境
中
で
分
解
さ
れ
に
く
く
、
日
本
や
欧
米
な
ど
の
人

間
の
血
液
中
に
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
注
目
さ
れ
た
。

極
域
の
生
物
な
ど
広
範
囲
の
環
境
汚
染
が
問
題
化
、
欧
米
で
は

生
産
規
制
が
検
討
さ
れ
、
日
本
の
３
社
を
含
む
世
界
の
フ
ッ
素
樹

脂
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
昨
年
、
米
環
境
保
護
局
と
共
同
で
、
環
境
へ

の
排
出
削
減
に
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
環
境
省
の

調
査
で
も
河
川
水
、
大
気
、
食
物
な
ど
か
ら
検
出
さ
れ
、
水
の
中

の
最
高
濃
度
は
水
１
リ
ッ
ト
ル
中
１
０
０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。 

編
集
部
注
／
浄
水
場
で
は
活
性
炭
処
理
に
よ
っ
て
減
量
に
努
め
て
い
ま
す
。 

京
都
市
水
道
水
：
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
濃
度
、 

最
大
で
１
３
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
１
リ
ッ
ト
ル 

当
た
り
測
定 

／
京
都 

 

編
集
部
注
／
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
１
０
億
分
の
１
グ
ラ
ム 

町
、
不
正
２
例
確
認 



昨
年
、
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
で
は
、
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
の

研
究
か
ら
誕
生
し
た
、
潤
い
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
化

粧
品
を
発
売
し
ま
し
た
。 

 

血
管
が
存
在
し
な
い
表
皮
で
は
、
水
が
め
ぐ
る
こ
と

で
栄
養
を
運
び
、
う
る
お
い
あ
る
肌
を
保
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
が
肌
内
で
重
要
な
働
き

を
し
て
い
ま
す
。 

 

昔
か
ら
美
肌
や
む
く
み
に
効
く
と
さ
れ
て
き
た
ハ
ー

ブ
の
一
種
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
レ
ス
（
ク
レ
ソ
ン
）
か
ら

抽
出
し
た
エ
キ
ス
が
、
肌
内
の
「
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
」
を

増
や
す
働
き
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

肌
内
の
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
を
増
や
し
、
効
果
的
に
水
を

め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
で
、
水
分
調
節
機
能
を
ケ
ア
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
、
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ド
ラ
イ
ア
イ
の
研
究
に
よ
り
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
で
す
が
、
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
の
水
分
子

の
透
過
性
の
性
質
か
ら
、
肌
の
潤
い
、
張
り
、
む
く
み
、

老
化
な
ど
に
も
影
響
が
出
る
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
こ
の
ア
ク
ア

ポ
リ
ン
が
注
目
さ
れ
、
研
究
が
活
か
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
ア
ポ
リ
ン
（
Ａ
Ｑ
Ｐ
）
は
動
物
や
植
物
、
細
菌

に
も
存
在
し
て
、
水
と
生
命
に
関
わ
る
大
切
な
は
た
ら

き
を
し
て
い
ま
す
。 

 

ア
ク
ア
ポ
リ
ン
は
Ａ
Ｑ
Ｐ
０
〜
Ａ
Ｑ
Ｐ
１
２
ま
で
、

哺
乳
類
で
は
１
３
種
類
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、

全
身
の
臓
器
に
分
布
し
て
い
ま
す
。 

 

水
輸
送
が
盛
ん
な
臓
器
に
は
特
に
多
く
の
ア
ク
ア
ポ

リ
ン
が
存
在
し
、
協
調
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
特
に
腎

臓
で
は
６
種
類
以
上
の
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
が
豊
富
な
水
輸

送
を
支
え
て
い
ま
す
。 

           

ア
ク
ア
ポ
リ
ン
の
機
能
と
病
気
の
関
係
に
つ
い
て
も

少
し
ず
つ
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

Ａ
Ｑ
Ｐ
０
は
白
内
障
、
Ａ
Ｑ
Ｐ
１
は
尿
の
濃
縮
力
低

下
、
Ａ
Ｑ
Ｐ
２
は
腎
性
尿
崩
症
、
Ａ
Ｑ
Ｐ
３
は
乾
燥
肌
、

Ａ
Ｑ
Ｐ
５
は
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
（
唾
液
腺
や
涙
腺

を
代
表
と
す
る
外
分
泌
腺
の
障
害
に
よ
り
、
口
腔
や
眼

球
の
乾
燥
症
状
を
特
徴
と
す
る
自
己
免
疫
性
疾
患
。
）

に
よ
る
ド
ラ
イ
ア
イ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

 

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
の
患
者
さ
ん
は
、
泣
い
て
も

涙
が
出
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ア

ク
ア
ポ
リ
ン
５
が
細
胞
膜
に
存
在
し
な
い
の
で
、
急
激

な
水
の
移
動
が
で
き
な
い
た
め
に
起
こ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

世
界
中
で
研
究
が
進
ん
で
い
る
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
で
す

が
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
で
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
を
利
用

し
た
、
新
し
い
治
療
法
の
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

日
本
人
も
数
々
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
、
ア

ク
ア
ポ
リ
ン
で
す
が
、
第
５
回
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
国
際
会

議
が
、
今
年
７
月
１
３
日
〜
１
６
日
ま
で
、
奈
良
県
の

「
な
ら
１
０
０
年
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
世
界
中
の
研

究
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

さまざまな分野で研究が進む 「アクアポリン」 
aquaporin／２ 

脳 ＡＱＰ １.３.４.９.11 

唾液腺 ＡＱＰ １.５.８ 

肺 ＡＱＰ １.５ 

赤血球 ＡＱＰ １.３ 

白血球 ＡＱＰ ９ 

膵臓 ＡＱＰ ８.12 

腎臓 ＡＱＰ １.２.３.４ 

６.７.11 

腸 ＡＱＰ １.３.４.７ 

８.10.11 

筋肉 ＡＱＰ ４ 

アクアポリンの全身分布 

ＡＱＰ １.３.４.５ 眼 

ＡＱＰ ３.４.５ 鼻空 

ＡＱＰ ３.４.５ 器官 

ＡＱＰ １.７ 心臓 

ＡＱＰ １.８.９.11 

肝臓 

ＡＱＰ １ 胆嚢 

ＡＱＰ １.４ 脊髄 

ＡＱＰ １.２.７.８ 

９.11 精巣 

ＡＱＰ ３.５ 皮膚 

水
の
分
子

ア
ク
ア
ポ
リ
ン･

イ
メ
ー
ジ 

肌
の
う
る
お
い
や
老
化

防
止
に
も
期
待
で
き
る
。

ア
ク
ア
ポ
リ
ン
に
注
目
し

た
化
粧
品
の
数
々
。 

水 分 

新 皮 

表 皮 

角
質
層 

皮膚の断面 



て
ん
か
ん
症
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
病
気
の
ひ

と
つ
で
す
が
、
差
別
を
受
け
た
り
、
人
権
を
迫
害
さ
れ
た

り
す
る
苦
難
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
て
ん
か
ん
気
質
の
人
の
中
に
は
、
感
受
性
が

鋭
く
敏
感
で
、
特
別
な
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
場
合

が
多
い
の
で
す
。
天
才
と
呼
ば
れ
た
過
去
の
偉
人
達
の
中

に
も
、
て
ん
か
ん
症
だ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

 

 

発
作
自
体
が
異
常
な
現
象
で
は
な
く
、
中
枢
の
わ
ず
か

な
不
都
合
を
改
善
す
る
た
め
に
起
こ
る
必
然
的
な
現
象
で

あ
る
と
す
る
、
研
究
論
文
は
国
際
誌
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

十
数
年
前
、
こ
の
よ
う
な
発
表
を
す
る
こ
と
は
、
勇
気

の
い
る
こ
と
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
審
査
員
か
ら
「
こ

の
論
文
は
、
最
高
の
も
の
よ
り
も
遙
か
に
優
れ
て
い
る
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
こ
の
概
念
が
徐
々
に
認
知
さ
れ
、
外
国
で
追

随
す
る
論
文
が
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
人
間
の
子
供
も
発
作
後
、
異
常
脳
波
が
消
失
す
る
と
の

臨
床
報
告
も
で
て
い
ま
す
。 

 

西
暦
２
０
０
年
頃
に
書
か
れ
た
中
国
の
古
典
に
は
、
マ

ン
モ
ス
の
骨
の
化
石
や
カ
キ
の
貝
殻
か
ら
つ
く
っ
た
粉
末 

を
成
分
と
し
た
処
方
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
処
方
を
も
と
に
し
た
、

柴
胡
加
竜
骨
牡
蛎
湯 

(

さ
い
こ

か
り
ゅ
う
こ
つ
ぼ
れ
い
と
う) 

は
、
現
在
も
抗
て
ん
か
ん
薬
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

約
１
０
％
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含

ん
で
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    

須
藤
伝
悦
博
士
の
研
究
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
に
依
存
す

る
ド
ー
パ
ミ
ン
合
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

解
明
に
応
用
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
て
ん
か
ん

発
作
に
関
し
て
お
こ
な
っ
た
研
究
が
あ
り
ま
す
。 

 

１
９
５
９
年
に
、
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
（
現
在
の
感

染
症
研
究
所
）
で
、
て
ん
か
ん
に
似
た
症
状
を
示
す
突
然

変
異
の
マ
ウ
ス
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

 

 

こ
の
マ
ウ
ス
は
Ｅ
Ｌ
マ
ウ
ス
と
名
付
け
ら
れ
、
て
ん
か

ん
症
の
モ
デ
ル
動
物
と
し
て
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

Ｅ
Ｌ
マ
ウ
ス
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代
謝
に
異
常
が
あ
り
、

骨
に
保
存
さ
れ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
充
分
に
血
液
に
供

給
さ
れ
な
い
た
め
、
脳
へ
の
輸
送
が
少
な
く
カ
ル
モ
ジ
ュ

リ
ン
の
活
性
が
低
下
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
依
存
性
の
ド
ー
パ
ミ
ン

の
合
成
が
低
下
し
、
そ
の
不
足
が
発
作
や
異
常
行
動
を
誘

発
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 

Ｅ
Ｌ
マ
ウ
ス
の
脳
室
内
に

カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
す
る
と
、

脳
内
の
ド
ー
パ
ミ
ン
レ
ベ
ル

が
改
善
さ
れ
、
異
常
行
動
が

抑
え
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
カ
ル
シ
ウ

ム
の
代
謝
を
改
善
す
る
こ
と

で
、
中
枢
の
異
常
が
改
善
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

癲癲
癇癇
とと
カカ
ルル
シシ
ウウ
ムム
代代
謝謝
のの
異異
常常  
須
藤
伝
悦
博
士
の
研
究 

３ 

記
事
の
内
容
は
博
士
の
研
究
発
表
を
も
と
に
編
集
部
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

て
ん
か
ん 

写
真
右
／
Ｅ
Ｌ
マ
ウ
ス 

Ｅ
Ｌ
マ
ウ
ス
は
、
生
後
３
週
か
ら
週
に
１
回
、
空
中
に

１
５
ｃ
ｍ
位
の
高
さ
に
放
り
上
げ
る
刺
激
を
与
え
る
と
、

６
週
目
頃
か
ら
発
作
が
起
こ
り
ま
す
。
一
度
発
作
を
獲
得

し
た
マ
ウ
ス
は
、
床
替
え
な
ど
の
わ
ず
か
な
刺
激
に
よ
っ

て
も
発
作
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
て
ん
か
ん
の
発
作
と
マ
ウ
ス
の
行
動
に
奇
妙
な
関

係
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
て
ん
か
ん
発
作
を
起

こ
さ
な
い
マ
ウ
ス
は
、
起
こ
し
た
マ
ウ
ス
に
比
べ
て
、
神

経
質
で
、
動
き
が
激
し
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
両
方
の
マ

ウ
ス
を
比
較
分
析
し
て
み
ま
し
た
。 

 

通
常
、
Ｅ
Ｌ
マ
ウ
ス
の
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
レ
ベ
ル

は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
発
作
を
起
こ
し
た

マ
ウ
ス
は
、
起
こ
さ
な
い
マ
ウ
ス
に
比
べ
て
血
液
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
レ
ベ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
発
作
後
に
脳
内
の
ド
ー
パ
ミ
ン
レ
ベ
ル
も
改

善
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

 
そ
の
結
果
、
発
作
３
０
分
後
の
Ｅ
Ｌ
マ
ウ
ス
の
脳
内
の

ド
ー
パ
ミ
ン
レ
ベ
ル
が
、
発
作
前
に
比
較
し
て
改
善
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

Ｅ
Ｌ
マ
ウ
ス
は
骨
に
保
存
さ
れ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が

十
分
に
血
液
中
に
供
給
さ
れ
な
い
た
め
に
、
脳
へ
の
供
給

も
不
足
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
に
よ
る

ド
ー
パ
ミ
ン
の
合
成
が
低
下
し
て
、
け
い
れ
ん
発
作
を
始

め
と
す
る
異
常
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
発
作
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
ホ
ル
モ
ン

を
活
性
化
し
、
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
レ
ベ
ル
を
高
め
、

脳
内
の
ド
ー
パ
ミ
ン
レ
ベ
ル
を
高
め
ま
す
。 

 

け
い
れ
ん
発
作
は
、
中
枢
の
異
常
を
改
善
す
る
た
め
に

起
こ
る
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

写
真
上
／
り
ゅ
う
こ
つ 

大
型
哺
乳
動
物
の
化
石
化
し
た
骨 
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